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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記録媒体から読み出した情報を第２の記録媒体へ記録する装置であって、
　前記情報を前記第２の記録媒体へ記録し、前記第２の記録媒体へ記録される前記情報が
記録済みかを示す履歴情報を記録履歴に記録する記録手段と、
　前記第１の記録媒体に記録された一の情報を前記第２の記録媒体へ記録するとき、前記
記録履歴を参照して当該一の情報の履歴情報を判別し、当該履歴情報に基づく前記一の情
報が前記第２の記録媒体に記録済みであるときは、当該一の情報の前記第２の記録媒体へ
の記録を中断し、
　前記一の情報が前記第２の記録媒体に未記録であるときは、前記一の情報を所定のファ
イル形式に圧縮して前記第２の記録媒体に記録するように前記記録手段を制御する制御手
段とを備え、
　前記履歴情報が前記第２の記録媒体に記憶される情報記録装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記一の情報が前記第２の記録媒体に未記録である場合であって、
　前記記録手段による前記一の情報の前記第２の記録媒体への記録が終了したときに、当
該一の情報の履歴情報を記録履歴に記録し保持するように制御する請求項１に記載の情報
記録装置。
【請求項３】
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　前記履歴情報は、トラック名、前記第２の記録媒体の識別情報、記録日付の少なくとも
一つを含む請求項１に記載の情報記録装置。
【請求項４】
　前記情報に係るデジタル信号をアナログ信号に変換するデジタルアナログ変換手段と、
　前記情報に係るアナログ信号をデジタル信号に変換するアナログデジタル変換手段とを
更に備える請求項１に記載の情報記録装置。
【請求項５】
　前記第１の記録媒体に記憶される情報は、インターネットを介して取得された情報であ
る請求項１に記載の情報記録装置。
【請求項６】
　第１の記憶媒体から読み出した情報を第２の記憶媒体へ記録する方法であって、
　前記情報を前記第２の記録媒体へ記録し、前記第２の記録媒体へ記録される前記情報が
記録済みかを示す履歴情報を記録履歴に記録し、
　前記第１の記憶媒体に記録された一の情報を前記第２の記憶媒体へ記録するとき、前記
記録履歴を参照して前記履歴情報を判別し、
　判別された前記履歴情報に基づく前記一の情報が前記第２の記憶媒体に記録済みである
ときは、
　当該一の情報の前記第２の記憶媒体への記録を中断し、
　前記一の情報が前記第２の記憶媒体に未記録であるときは、
　前記一の情報を所定のファイル形式に圧縮して前記第２の記憶媒体に記録し、
　前記履歴情報を前記第２の記録媒体に記憶する情報記録方法。
【請求項７】
　前記一の情報が前記第２の記録媒体に未記録である場合であって、
　前記一の情報の前記第２の記録媒体への記録が終了したときに、当該一の情報の履歴情
報を記録履歴に記録し保持する請求項６に記載の情報記録方法。
【請求項８】
　前記履歴情報は、トラック名、前記第２の記録媒体の識別情報、記録日付の少なくとも
一つを含む請求項６に記載の情報記録方法。
【請求項９】
　前記情報に係るデジタル信号をアナログ信号に変換し、
　又は／及び前記情報に係るアナログ信号をデジタル信号に変換する処理が含まれる請求
項６に記載の情報記録方法。
【請求項１０】
　前記第１の記録媒体に記憶される情報は、インターネットを介して取得された情報であ
る請求項６に記載の情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、音響信号情報を記録する情報記録装置及び情報記録方法に係り、詳細には、
音響信号情報の記録履歴により記録の可否を決定する音声情報記録装置及び音声情報記録
再生装置を含む情報記録装置及び情報記録方法に関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
　従来の音声情報記録再生装置では、複数のトラックからなる音響信号情報を有する第１
の記録媒体（記録元）から第２の記録媒体（記録先）に音響信号情報を記録する場合、記
録する音響信号情報がユーザにより選択され、記録が行われる。圧縮されていない音響信
号情報を有するＣＤ－ＤＡ（Ｃｏｍｐａｃｔ Ｄｉｓｃ － Ｄｉｇｉｔａｌ Ａｕｄｉｏ）
から、別の記録媒体、例えばＣＤ－Ｒ／ＲＷ（ＣＤ－Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ／Ｒｅｗｒｉ
ｔａｂｌｅ）に音響信号情報を圧縮しない状態で記録するのであれば、双方の記録媒体で
記録される音響信号情報のトラックは通常１０数個であり、記録の管理はユーザにより容
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易に行うことが可能であった。
【０００３】
　しかしながら、最近では、ハードディスク等の大容量記録媒体の価格が低下し、また、
音響信号情報の圧縮が容易に行われるようになってきたため、第１の記録媒体及び第２の
記録媒体に記録されるトラックの数は数百を越えるようになった。この第１及び第２の記
録媒体に記録されるトラックの数の増大により、第１の記録媒体から第２の記録媒体への
記録を、第２の記録媒体でのトラックの重複が生じないようにユーザが管理することは困
難である、という問題点がある。
【０００４】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、複数のトラックからなる音響
信号情報を記録する際に、トラックの記録履歴を参照し、該トラックの記録の可否を決定
する音声情報記録装置及び音声情報記録再生装置を含む情報記録装置及び情報記録方法を
提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、第１の記録媒体から読み出した
情報を第２の記録媒体へ記録する装置であって、前記情報を前記第２の記録媒体へ記録し
、前記第２の記録媒体へ記録される前記情報が記録済みかを示す履歴情報を記録履歴に記
録する記録手段と、前記第１の記録媒体に記録された一の情報を前記第２の記録媒体へ記
録するとき、前記記録履歴を参照して当該一の情報の履歴情報を判別し、当該履歴情報に
基づく前記一の情報が前記第２の記録媒体に記録済みであるときは、当該一の情報の前記
第２の記録媒体への記録を中断し、前記一の情報が前記第２の記録媒体に未記録であると
きは、前記一の情報を所定のファイル形式に圧縮して前記第２の記録媒体に記録するよう
に前記記録手段を制御する制御手段とを備え、前記履歴情報が前記第２の記録媒体に記憶
される情報記録装置を提供する。
【０００６】
　請求項６に記載の発明は、第１の記憶媒体から読み出した情報を第２の記憶媒体へ記録
する方法であって、前記情報を前記第２の記憶媒体へ記録し、前記第２の記憶媒体へ記録
される前記情報が記録済みかを示す履歴情報を記録履歴に記録し、前記第１の記憶媒体に
記録された一の情報を前記第２の記憶媒体へ記録するとき、前記記録履歴を参照して前記
履歴情報を判別し、ここに判別された前記履歴情報に基づく前記一の情報が前記第２の記
憶媒体に記録済みであるときは、当該一の情報の前記第２の記憶媒体への記録を中断し、
前記一の情報が前記第２の記憶媒体に未記録であるときは、前記一の情報を所定のファイ
ル形式に圧縮して前記第２の記憶媒体に記録し、前記履歴情報を前記第２の記録媒体に記
憶する情報記録方法を提供する。
【０００７】
　このように、第１の記録媒体から第２の記録媒体へ、例えば、音響信号情報を記録する
際に、トラックの記録履歴を参照し、トラックの記録の可否を決定することにより、トラ
ックの記録が重複して行われてしまうのを避けることができる。これにより、ユーザによ
る記録管理の負担を軽減すると共に、第２の記録媒体の記録容量を有効に使用することが
できる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　図１に、本発明を音声情報記録再生装置に適用した実施の形態を示す。音声情報記録再
生装置１００は、情報記録装置の一例を構成し、複数の音声情報記録媒体を用いて音響信
号情報の記録再生を行うことができる。音声情報記録再生装置１００では、バス１７０を
介して、ＣＤ－ＲＯＭドライブ１１０、第２の記録媒体であるＣＤ－Ｒ／ＲＷを装着する
記録手段であるＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブ１１２、第１の記録媒体であるハードディスクを
有する読み出し手段であり、履歴情報保持手段でもあるハードディスク・ドライブ１１４
、メモリカード・ドライブ１１６等の複数の音声情報記録媒体の駆動装置間で、音響信号
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情報の送受信が行われる。
【０００９】
バス１７０には、デジタル信号を出力するＣＤ－ＲＯＭドライブ・インターフェース１３
０、及びデジタル信号を入出力するＣＤ－Ｒ／ＲＷインターフェース１３２、ハードディ
スク・ドライブ・インターフェース１３４、メモリカード・ドライブ・インターフェース
１３６が接続されている。各々のインターフェースには、ＣＤ－ＲＯＭドライブ１１０、
ＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブ１１２、ハードディスク・ドライブ１１４、メモリカード・ドラ
イブ１１６が接続されている。ＣＤ－ＲＯＭドライブ１１０から出力されるデジタル信号
はＣＤ－ＲＯＭドライブ・インターフェース１３０を介してバス１７０に送信され、他の
ドライブから入出力されるデジタル信号は各々のインターフェースを介してバス１７０と
送受信される。
【００１０】
アナログ信号を入力するための、Ａ／Ｄコンバータ（Ａｎａｌｏｇ ｔｏ Ｄｉｇｉｔａｌ
 Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１３８及びアナログ信号を出力するためのＤ／Ａコンバータ（Ｄ
ｉｇｉｔａｌ ｔｏ Ａｎａｌｏｇ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１４０がバス１７０に接続され
ている。Ａ／Ｄコンバータ１３８に接続されているアナログ入力端子１１８からアナログ
信号が入力されると、Ａ／Ｄコンバータ１３８によって入力されたアナログ信号はデジタ
ル信号に変換され、バス１７０に送信される。バス１７０からデジタル信号が送信される
と、Ｄ／Ａコンバータ１４０によって送信されたデジタル信号はアナログ信号に変換され
、Ｄ／Ａコンバータ１４０に接続されたアナログ出力端子１２０に出力される。
【００１１】
　エンコーダ１５６及びデコーダ１５８は、音響信号情報を圧縮、解凍するためにバス１
７０に接続されている。例えば、エンコーダ１５６はバス１７０から受信したＷＡＶデー
タ（パーソナルコンピュータで扱われる最も基本的な音響信号ファイルの形式）をＭＰ３
データ（ＭＰＥＧ Ａｕｄｉｏ Ｌａｙｅｒ－３規格で圧縮された音響信号ファイルの形式
）に変換してバス１７０に送信する。同様に、デコーダ１５８は、ＭＰ３データをＷＡＶ
データに変換する。
【００１２】
　ＲＯＭ１５０及びＲＡＭ１５２がバス１７０に接続されている。ＲＯＭ１５０は音声情
報記録再生装置１００を制御するプログラムを記録している。ＲＡＭ１５２は、エンコー
ダ１５６、デコーダ１５８における音響信号情報の変換の際の一時的なバッファとして使
用される。
【００１３】
ユーザとのインターフェースとして、操作パネル１６０及び表示パネル１６２がバス１７
０に接続されている。ユーザは表示パネル１６２に表示されるメニューにしたがって、操
作パネル１６０を操作することによって、音声情報記録再生装置１００に複数の作業を指
示することができる。
【００１４】
　制御手段であるコントローラ１５４は、上記全ての機器を制御するためにバス１７０に
接続されている。バス１７０に送信された音響信号情報がどの装置によって受信され、ど
のような操作を受けるかというような制御は、操作パネル１６０を介して行われるユーザ
の指示に基づくＲＯＭ１５０内のプログラムの実行によって、コントローラ１５４が制御
する。
【００１５】
　次に実施の形態の作用を図２乃至図７を参照して説明する。本実施の形態は第１の記録
媒体であるハードディスクから音響信号情報を読み出して、第２の記録媒体であるＣＤ－
Ｒ／ＲＷに該音響信号情報を記録する。
【００１６】
図３は、ハードディスクドライブ１１４に記録されているトラックの一つを、ＣＤ－Ｒ／
ＲＷに記録する際のデータ・フローである。図３に示すように、ハードディスクドライブ
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１１４は複数のトラックを各々有する複数の（本実施の形態では２つの）フォルダ２０２
、２０４を有する。フォルダ２０２、２０４は、本実施の形態の特徴である履歴情報２０
６、２０８を各々有する。
【００１７】
ＣＤ－Ｒ／ＲＷには現在何も記録されていない状態であるとし、図３に示すハードディス
クドライブ１１４のフォルダ「Ａｌｂｕｍ１」２０２のトラック「Ｔｒａｃｋ１－１」を
ＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブ１１２に装着されているＣＤ－Ｒ／ＲＷに記録する際の作用を説
明する。ＣＤ－Ｒ／ＲＷには「ＡＩＷＡ００１」というラベル２２２が付加されている。
【００１８】
図２のステップ３０２で、ユーザにより操作パネル１６０を介して記録の指示が行われた
かどうかが判定される。ここでは、ハードディスクドライブ１１４のフォルダ「Ａｌｂｕ
ｍ１」２０２のトラック「Ｔｒａｃｋ１－１」をＣＤ－Ｒ／ＲＷのフォルダ「Ａｌｂｕｍ
Ｘ」２２４に記録するように、操作パネル１６０を介して、ユーザから指示が行われる。
ユーザからの指示が行われたことがステップ３０２で判定されると、ステップ３０４で、
パラメータｉに１がセットされる。このパラメータｉはこれから記録対象となるトラック
がステップ３０２で指示されたトラックのうち、何番目のトラックであるかを示す。ここ
では、トラック「Ｔｒａｃｋ１－１」がトラック１として、記録対象となる。
【００１９】
ステップ３０６で、トラック「Ｔｒａｃｋ１－１」が属するフォルダ「Ａｌｂｕｍ１」２
０２の履歴情報２０６が参照され、ステップ３０８で、履歴情報２０６にトラック「Ｔｒ
ａｃｋ１－１」をＣＤ－Ｒ／ＲＷ「ＡＩＷＡ００１」に記録したという記録履歴があるか
どうか判定する。記録履歴がないと判定されると、ステップ３１０で、コントローラ１５
４の指示によりハードディスクドライブ１１４からフォルダ「Ａｌｂｕｍ１」２０２のト
ラック「Ｔｒａｃｋ１－１」が読み出され、ＣＤ－Ｒ／ＲＷ「ＡＩＷＡ００１」のフォル
ダ「ＡｌｂｕｍＸ」２２４に記録される。ステップ３１２で、トラック「Ｔｒａｃｋ１－
１」の記録が終了したことが判定されるまで、ステップ３１０、３１２の処理が繰り返さ
れる。
【００２０】
ステップ３１２で、トラック「Ｔｒａｃｋ１－１」の記録が終了したことが判定されると
、ステップ３１４で、図４の履歴情報２０６の詳細に示されるように、履歴情報に今回の
記録の記録履歴が書き込まれる。即ち、トラック「Ｔｒａｃｋ１－１」が記録されたＣＤ
－Ｒ／ＲＷのラベル「ＡＩＷＡ００１」及び記録された日付が履歴情報に記録される。ス
テップ３１６で、ステップ３０２で指示された全てのトラックの記録が終了したかどうか
判定される。今回は一つのトラック「Ｔｒａｃｋ１－１」のみが記録対象として指示され
ていたため、記録は全て終了したと判定され、ここで処理は終了する。
【００２１】
引き続き、図６に示されるように、ハードディスクドライブ１１４のフォルダ「Ａｌｂｕ
ｍ１」２０２の全てのトラックをＣＤ－Ｒ／ＲＷ「ＡＩＷＡ００１」のフォルダ「Ａｌｂ
ｕｍＹ」２２６に記録する場合を説明する。
【００２２】
ステップ３０２で、ユーザにより操作パネル１６０を介して、ハードディスクドライブ１
１４のフォルダ「Ａｌｂｕｍ１」２０２の全てのトラックをＣＤ－Ｒ／ＲＷ「ＡＩＷＡ０
０１」のフォルダ「ＡｌｂｕｍＹ」２２６に記録するように指示が行われたことが判定さ
れると、ステップ３０４で、パラメータｉに１が設定される。これにより、記録対象とな
るトラックは、ステップ３０２で指示されたトラックのうち１番目のトラックであるトラ
ック「Ｔｒａｃｋ１－１」となる。
【００２３】
ステップ３０６で、フォルダ「Ａｌｂｕｍ１」２０２の履歴情報２０６が参照され、ステ
ップ３０８で、図５に示すようにトラック「Ｔｒａｃｋ１－１」が既にＣＤ－Ｒ／ＲＷ「
ＡＩＷＡ００１」に記録されていることが判定される。処理はステップ３１６に進み、指
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示された全てのトラックの記録が終了したかどうかが判定される。トラック「Ｔｒａｃｋ
１－１」以外にも記録を指示されたトラック「Ｔｒａｃｋ１－２」、「Ｔｒａｃｋ１－３
」があるため、処理はステップ３１８に進む。ステップ３１８でパラメータｉに１が加算
され、これから記録対象となるトラックがステップ３０２で指示されたトラックのうち、
２番目のトラックであるトラック「Ｔｒａｃｋ１－２」であることが示される。
【００２４】
処理はステップ３０６に戻り、トラック「Ｔｒａｃｋ１－２」を記録対象として記録処理
が行われる。ＣＤ－Ｒ／ＲＷ「ＡＩＷＡ００１」にまだ記録されていないトラック「Ｔｒ
ａｃｋ１－２」及び「Ｔｒａｃｋ１－３」の記録処理に関しては、トラック「Ｔｒａｃｋ
１－１」がＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブ１１２に記録された際と同様であるので、説明を省略
する。
【００２５】
上記処理の結果、図６に示されるように、ＣＤ－Ｒ／ＲＷ「ＡＩＷＡ００１」のフォルダ
「ＡｌｂｕｍＹ」２２６にはトラック「Ｔｒａｃｋ１－２」及び「Ｔｒａｃｋ１－３」の
みが記録され、既にフォルダ「ＡｌｂｕｍＸ」２２４に記録されていたトラック「Ｔｒａ
ｃｋ１－１」の記録は行われない。また、図７に示されるように、トラック「Ｔｒａｃｋ
１－２」及び「Ｔｒａｃｋ１－３」の記録履歴が履歴情報２０６に記録される。
【００２６】
　このように、ハードディスクドライブに記録された音響信号情報をＣＤ－Ｒ／ＲＷに記
録する際に、履歴情報に記録された記録履歴を参照することにより、ＣＤ－Ｒ／ＲＷにト
ラックを重複して記録することを避けることができ、ＣＤ－Ｒ／ＲＷの記録容量を有効に
使用することができるようになると共に、ユーザによる記録管理の負担を軽減することが
できる。詳細には、インターネット配信などにより、ハードディスクドライブの既存のフ
ォルダ内に新しいトラックが追加記録された場合に新しく追加されたトラックのみをＣＤ
－Ｒ／ＲＷに記録する際にも、ユーザは当該フォルダを記録元として指示するだけで、当
該フォルダに追加記録されたトラックのみがＣＤ－Ｒ／ＲＷに記録される。したがって、
ユーザは新しく追加されたトラックを個別に記録元として指示する必要がない。
【００２７】
なお、本実施の形態では、第１の記録媒体としてハードディスク、第２の記録媒体として
ＣＤ－Ｒ／ＲＷを用いたが、本発明はこれに限定されない。例えば、第１の記録媒体及び
第２の記録媒体としてメモリカード等を使用してもよいし、第１の記録媒体としてＣＤ－
ＲＯＭを使用してもよい。ＣＤ－Ｒ／ＲＷは第１の記録媒体として使用されてもよいし、
ハードディスクは第２の記録媒体として使用されてもよい。
【００２８】
また、本実施の形態では、記録対象となるトラックを変更するためにパラメータｉを使用
したが、本発明はこれに限定されない。
【００２９】
　第２の記録媒体が上書き可能な媒体であれば、履歴情報は第２の記録媒体側に保持され
てもよい。本実施の形態では、フォルダ毎に履歴情報を保持させるようにしたが、本発明
はこれに限定されず、例えば、各記録媒体毎に一つの履歴情報を保持するようにしてもよ
い。ＣＤ－Ｒ／ＲＷのような追記型の記録媒体に履歴情報を記録する場合には、１つのト
ラック毎に１つの履歴情報を保持させるようにしてもよい。また、本実施の形態では、履
歴情報に記録履歴としてトラック名、記録先の記録媒体のラベル、記録日付が記録される
が、本発明はこれに限定されない。本実施の形態では、音響信号情報の形式を特に限定し
ない。音響信号情報はＭＰ３形式、ＷＡＶ形式、又は他の何れの形式であってもよい。
【００３０】
【発明の効果】
　本発明は、第１の記録媒体に記録された情報を第２の記録媒体に記録する際に、履歴情
報を参照することにより、第２の記録媒体に既に記録されている情報を重複して記録する
ことを避けることができ、第２の記録媒体の記録容量を有効に使用することができるよう
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になると共に、ユーザによる記録管理の負担を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の音声情報記録再生装置のブロック図である。
【図２】　本発明の実施の形態のフロー・チャートである。
【図３】　本発明の実施の形態のデータ・フローである。
【図４】　本発明の実施の形態の履歴情報である。
【図５】　本発明の実施の形態のデータ・フローである。
【図６】　本発明の実施の形態のデータ・フローである。
【図７】　本発明の実施の形態の履歴情報である。
【符号の説明】
１１２　ＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブ
１１４　ハードディスク・ドライブ
１５４　コントローラ

【図１】 【図２】
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【図５】
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